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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

・本日、13：30から嶋守京子様デイナイトケア見学予定となっている。

・本日、14時30から青陽館の避難訓練を実施予定。青風荘への連絡が遅いため、企画書が決裁おりた際や日々の申し送り時に情報を伝えるようにしてください。

・デイケア等の大規模調査のための利用者様情報を期日までに小嶋に送るようにしてください。

・こころすこやか財団啓発講演会のお知らせ
日　時：平成29年2月18日(土)　14：00～15：30（開場13：00）

場　所：こころすこやか会館

内　容：「福祉から生まれるまちづくりの一歩」～老若男女「響生社会」～

講　師：地域ケアセンター東陽館　代表取締役・理事長　　兵庫　等　様
・個人情報漏洩巡視結果がWIZにアップされており、青陽館は特に指摘はない。今後も個人情報の取り扱いに気を付けて業務にあたってください。

※本日、田中一様、下苧坪康一郎様、下口政子様、森美智男様、八木橋牧雄様のリハビリテーション評価の擦り合わせをしている。

＜利用者様情報＞
デイケア
・若松　邦生　様～昨日に引き続き、本日も体験利用をしている。昨日と異なり、座学のプログラムに参加しており、質問に対して答える場面がある。昨日と同様に落ち着いて過ごしている様子が窺える。
・淡路　智恵子様～若松邦生様への話し掛けが多く、スタッフが介入している。以前いた利用者様の名前を挙げて話し始めることや、もの忘れに関する訴えはあるが、対応後に同様の訴えは無く笑って過ごしている。
・野月　利章　様～青山荘から情報提供があり、昨日母様と整形外科を受診し、薬を失くしたと本人が話していると母様が言っていたとのこと。しかし、実際は服用している可能性もあり真偽は不明。デイケアでは利用者様との会話で、「昨日は点滴6本してきた」等と話していることがあり、スタッフが詳細を尋ねると次第にうやむやな返答をし始めることがある。それ以外では、体調不良の訴えはなく、表情良く過ごしている。デイケアでは、体調不良や早退を希望するような訴えは無くなっているため、出来ていることを評価して関わっていく。
・高阪　博英　様～担当スタッフと面談を実施。本日のような日は、通所に非常に時間がかかるため、冬期はあおぞらクリニックのデイケアとの併用を考えているとのこと。診察は隔週にあるため、診察のない月曜日にあおぞらクリニックに行きたいとのこと。主治医へ相談してみるように伝えている。また、斎藤OTより、あおぞらクリニックのデイケアについての説明を行なっている。
デイナイトケア
・稲垣　ふき　様～昨日は頭痛を訴えバイタルを測定したが、異常はない。本日は頭痛の訴えはない。引き続き体調や訴えに注目して関わっていく。
・倉石　ヨシエ様～昨日で排便がなく4日経過していたが、夕方に排便があったとのこと。便秘が続くと精神症状が悪化する傾向があるため、その際は注意して関わっていく。
・倉橋　生子　様～昨日夕方も津嶋イチ子様に口調強く話すことがあり、スタッフが介入している。「静かにしてほしかった」とスタッフに話し、夕食を食べずに過ごしている。夕方に病状が悪化する傾向が続いている為、主治医へ情報提供していく。また、トラブルの無いように見守りを続けていく。

・馬渡　武光　様～昨日、尿失禁があり着替えをしている。日頃から尿をズボンに引掛けることが度々あるため、排泄方法について指導やアドバイスをしていく必要が有ると思われる。
・岩城　敏夫　様～昨日、便が硬く出血があったと話している。その後は、出血や痛みに関して訴えて来ることはない。
・板橋　利美　様～昨日は昼食・夕食ともに残食がある。青風荘からの情報によると土日の嗜好品の摂取量は変わらないとのこと。残食の理由は、「お腹が空かない」と話している。体重を気にすると食事量に大きく影響するため、残食が多い際は適宜介入していく。

・小笠原　富治様～午前中、廊下で大きな声で歌っている。時折、大きな声で歌うことがあり、気分が高揚していることが考えられる。行動面に影響がないか精神症状の観察をしていく。

ナイトケア

・下妻　康貴　様～当院の外来に通院している友人についての相談がある。うつ傾向が強まっているようであり、「なぜ店を続けるのかわからない」「このまま寝て目が覚めなければいいのに」と話しているとのこと。日曜日は2時間程電話で話を聞いたが、聞いていくうちに自身も悩むような感覚があったとのこと。その友人に対して、「誰かに相談したら」と病院関係者に話すようにアドバイスをしたが、実際に誰に相談したら良いのかわからないとのこと。話しやすい人を考えると、外来看護師が妥当ではないかと伝えている。また、主治医の指示があればカウンセリングも可能であることを伝えている。本日、外来受診のため来院しており、昨日の相談について外来看護師に申し送っておいたことを伝えると、「ありがとう」と表情良く話している。

＜外来情報＞

・庭田　美紀子様～寒いので夜中に起きることはあるが、特に眠れないというわけではないと報告をしている。
・森　美智男　様～飲酒について聞かれると「飲んでない」と答えている。体調は特に変わりないと話している。

・下妻　康貴　様～友人について相談している。相談内容を看護師に伝え、対処することを説明されている。
・浅坂　政美　様～雪が多い為歩行に気を付けるようにアドバイスを受けている。
・小野寺　ノリ様～拡張期の血圧が低く、尿の出が悪い、立ちくらみがあれば随時報告するように言われている。心不全の兆候も考えられる為、次回受診時、血液検査を行う予定としている。
・大下　良悦　様～お金を決められた範囲で使うことが出来ていると報告している。
・山田　隆雄　様～毎回のように処方数を長くしてほしいことを伝えており、毎回同じ説明を医師から受けている。

・浜辺　信明　様～血液検査を実施している。幻聴はあるが、特に変わりなくデイケアに行くことが出来ていると話している。
・鈴木　惇浩　様～不安が強いことがあると話している。仕事が多く、体力的にきついと。表情は穏やか。

・吉田　富秋　様～特に変わりがないと話している。

・袴田　淑子　様～特に変わりがないと話している。

